
道徳科 １年間の学習と評価について 

春日部市立東中学校 

１．学習目標 

 よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うために、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つ
め、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深め、道徳的な判断
力、心情、実践欲と態度を育てるようにする。 

 

２．年間の授業計画 

学期 １学期～３学期 

内 

容 

Ａ．主として自分自身に関すること 

（１）自主、自律、自由と責任  （２）節度、節制  （３）向上心、個性の伸長 

（４）希望と勇気、克己と強い意志  （５）真理の探究、創造 

Ｂ．主として人との関わりに関すること 

（６）思いやり、感謝  （７）礼儀  （８）友情、信頼  （９）相互理解、寛容 

Ｃ．主として集団や社会との関わりに関すること 

（１０）遵法精神、公徳心  （１１）公正、公平、社会主義  （１２）社会参画、公共の精神 

（１３）勤労  （（１４）族愛、、族生生 の充実  （（１５）よりよい学校生 、集団生 の充実 

（１６）郷土の伝統と文化の尊重、郷土を、する態度  （１７）我が国の伝統と文化の尊重、国 

 を、する態度  （１８）国際理解、国際貢献 

Ｄ．主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること 

（１９）生命の尊さ （（２０）自然、護 （（２１）感、、敬 の念  （（２２）よりよく生きる喜び 

 

３．評価の観点と方法 

評
価
の
観
点 

道徳的心情 
自己を見つめ直し、道徳的に望ましい感じ方や考え方、行為に対して、より

よい生き方を考えることができる。 

道徳的判断力 
物事を多面的に考え、道徳的価値について、その根拠を含め、捉えることが

できる。また、道徳的な判断場面において、正しく判断することができる。 

道徳的実践意欲と態度 
道徳的によりよく生きようとする意志の表れや行、への構えを持ち、実践す

ることができる。 

 

【評価の資料】 

① 授業中の観察 ②ワークシート ③生徒による自己評価 

 


